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［特集］［特集］
２０地区の個性が輝くために２０地区の個性が輝くために

霜月祭り猿の舞
（鳴海寿勇さん撮影）
クライマックスに登場する猿の面、
周りも一緒に盛り上がる
素晴らしいパフォーマンスでした。
撮影場所：南信濃八重河内八幡社
撮影日：平成２８年１２月１５日
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フィギュアが並ぶ屋台

多くの傍聴者が集まった公開審査 牧野市長の話に聞き入る参加者

タイムカプセルの手紙の紹介

訓練に参加する飯田市消防団の機動救助隊

飯田への思いを語り合ったパネルディスカッション

コスプレを楽しむ参加者

１１月８日、リニア駅周辺整備基本設計業務の公募型プロ
ポーザル方式（優れた企画・提案を選定する業者選定方式）に
よる業者選定の公開審査が行われ、地域の主体的な活用に重
きを置いた提案をした業者が優先交渉権者となりました。

11月10日、東京都内で、多様な人材と関係を築き、飯
田に呼び込む取り組み「Round Table IIDA」事業とし
て、牧野市長が、全国で活躍する都内在住のクリエーター
約２０人と、飯田のまちづくりなどをテーマに懇談しました。

11月３日、中心市街地（通称丘の
上）で、「第11回飯田丘のまちフェス
ティバル」が開催されました。
アニメキャラクターなどに扮するコ

スプレやフィギュアなどのサブカル
チャーが花開くとともに、グルメや名
車展示、移動動物園、もち投げなど、
多様なイベントが催されました。
当日は約48,000人もの人出があ

り、丘の上は大いに賑わいました。

飯田市は昭和１２年４月１日に市制を
施行し、今年で８０周年を迎えました。
１０月２８日には記念式典を挙行し、来
賓、招待者、一般の参加者あわせて約
５００人の方が来場されました。
記念行事では、３０年ぶりに掘り起こ

したタイムカプセルの手紙の紹介、中
学生による意見発表、パネルディス
カッションが行われ、さまざまな皆さん
から、飯田市の未来に向けたご意見を
いただきました。

11月5日、川路の多目的広場を主会場に、飯田市で
は２４年ぶりの開催となる長野県総合防災訓練が行わ
れました。自衛隊や警察、消防など、さまざまな機関が
県内外から集まり、各種の災害に対応した訓練を行い
ました。

高圧電源車を搬送する自衛隊ヘリCHｰ47

楽しさ盛りだくさんの１日

各機関の連携強める

第11回飯田丘のまちフェスティバル飯田市制施行80周年

長野県総合防災訓練
リニア駅周辺整備基本設計業務
受託者選定審査を公開

Round Table IIDA
東京で飯田を考える

記念式典を挙行
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市 

長

　牧
野
光
朗

ラグビー選手になりたい

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

「
病
理
診
断
」
と
は
何
を
す
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
少
し
前

に
、
T
O
K
I
O
の
長
瀬
さ
ん

が
病
理
医
を
演
じ
た
「
フ
ラ
ジ
ャ

イ
ル
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
少
し
は
世

間
に
浸
透
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
り
づ

ら
い
で
す
ね
。

顕
微
鏡
を
使
っ
て
、
病
気
の

診
断
を
行
う
と
言
え
ば
、
少
し

は
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
胃
の
内
視
鏡
検
査

で
、
ポ
リ
ー
プ
や
潰
瘍
部
位
か

ら
サ
ン
プ
ル
を
取
っ
て
き
た
検
体

を
顕
微
鏡
で
調
べ
て
、
そ
こ
に
が

ん
が
あ
る
か
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か

な
ど
を
調
べ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
全

て
の
臨
床
各
科
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
病
変
部
位
か
ら
の
検
体
が

検
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
少
し
難
し
い
用

語
が
出
て
き
ま
す
が
、
次
の
よ

う
な
検
査
を
行
って
い
ま
す
。

•
細
胞
診
断
（
腫
瘤
性
病
変
の

穿
刺
や
体
腔
液
材
料
の
良
性
、

悪
性
の
診
断
や
病
変
の
質
的

診
断
を
行
う
）

•
内
視
鏡
検
査
材
料
な
ど
の
生

検
材
料
組
織
診
断
（
良
性
、

悪
性
の
診
断
や
病
変
の
質
的

診
断
を
行
う
）

•
手
術
で
摘
出
さ
れ
た
臓
器
、

組
織
診
断
（
手
術
材
料
の
病

理
組
織
学
的
評
価
を
行
う
）

•
手
術
中
の
迅
速
診
断
（
術
中

に
切
除
範
囲
の
評
価
や
病
変

の
質
的
診
断
を
行
う
）

•
血
液
系
腫
瘍
や
軟
部
腫
瘍
に

対
し
て
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
、
遺
伝
子
／
染
色
体
検

査
を
追
加
し
て
行
う

•
病
理
解
剖
（
主
病
変
の
広
が

り
や
関
連
病
変
の
評
価
を
行

っ
て
、
死
因
の
解
明
を
目
指

す
）

市
立
病
院
で
は
、
診
断
に
必

要
な
免
疫
染
色
、
蛍
光
抗
体
染

色
、
乳
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移

評
価
の
た
め
の
遺
伝
子
検
査
法
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
や
軟
部
腫
瘍
の

遺
伝
子
検
査
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
州
大

学
や
関
連
病
院
と
の
相
互
通
信

に
よ
る
、virtual slide

と
い

う
病
理
画
像
を
電
子
化
し
た
も

の
を
利
用
し
た
遠
隔
診
断
を
進

め
て
お
り
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ

を
克
服
し
て
い
ま
す
。

市立病院　病理診断科
佐野健司  医師

病
理
診
断
に
つ
い
て

先月の宮島保雄 さん（上郷）からのリレー

ͨ
͟
Θ

ͱ
΋
΍

田
澤
智
也
さ
ん
（
松
尾
）

そ
の 

１５５

「
自
己
増
殖
機
能
」
を
発
揮
す
る
丘
フ
ェ
ス

本
市
の
リ
ニ
ア
未
来
都
市

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
竹
内
宏
彰
さ

ん
か
ら「
１１
月
３
日
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
『
丘
フ
ェ
ス
』
が
ト

レ
ン
ド
に
入
っ
て
い
る
」
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

そ
の
日
の
「
ネ
ッ
ト
口
コ
ミ
」

で
、
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
通
称
「
丘
フ
ェ
ス
」）
が

全
国
的
に
話
題
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
１１
月
１０
日
に
都
内
で
催

さ
れ
た
飯
田
に
関
心
を
寄
せ

る
若
い
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
飯
田
・

市
長
と
夜
会
」
で
も
丘
フ
ェ

ス
の
魅
力
が
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
グ
ル

メ
の
祭
典
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
た
感
の
あ
る
丘
フ
ェ

ス
で
す
が
、
年
々
そ
の
内
容

が
拡
充
し
て
い
く
「
自
己
増

殖
機
能
」
は
、
な
か
な
か
他

で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
特
徴
と
捉

え
て
い
ま
す
。
駅
前
か
ら
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ま
で
、

名
車
と
共
に
ず
ら
り
と
並
ん

だ
痛
車
は
壮
観
で
す
ら
あ
り
、

２
年
程
前
の
丘
フ
ェ
ス
で
見

た
数
台
の
痛
車
に
引
き
気
味

に
な
っ
た
こ
と
が
嘘
の
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

昨
年
の
丘
フ
ェ
ス
で
飯
田

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
「
痛
公
用
車
」
も
、

中
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
採
り
上

げ
ら
れ
た
り
、
１１
月
２６
日
開

催
の
名
古
屋
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

に
出
展
さ
れ
た
り
と
、
し
っ

か
り
飯
田
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
昨
年
、
仕
事
の
関
係
で
飯
田
市
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
き
た

ば
か
り
の
時
は
、
知
り
合
い
も
少
な
く
、

時
間
を
持
て
余
す
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
職
場
の
方
に
消
防
団
に
誘

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
田
市
出
身
で

は
な
い
私
が
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
の

か
不
安
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
思
い
と
は
裏
腹
に
、
快
く
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

消
防
団
と
い
う
地
域
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
飯
田
市
に
愛
着
が
わ
き
、
今
で

は
飯
田
市
が
私
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

訓
練
や
火
災
出
動
な
ど
、
仕
事
と
の
両

立
は
大
変
で
す
が
、
お
世
話
に
な
って
い
る

こ
の
飯
田
市
の
た
め
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

なかやま りょうすけ

中山椋介 さん
（伊賀良小６年）

ぼくは、将来、日本代表で活やくするラ
グビー選手になるのが夢です。
ぼくは今、ラグビースクールに入って、
練習を重ねています。なので、ぼくは、少
しずつですが、力が身についていると思い
ます。もっと力をのばして、活やくして、
日本代表になりたいです。
そして、今のぼくは足が速いので、それも武器にして、がん
張っていきたいと思っています。

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私が飯田にきて一番強く感じ取ったこ
とは、飯田に住む方の人間性の素晴らし
さです。それは昔からの生き方を守って
いく、つまりは文化を守るという心構えで
す。それは、農家民泊で出会ったり、聞き
取り調査で公民館活動について考えたり
して実感いたしました。そしてそれが最も
象徴的に表れているのが「りんご並木」
でしょう。何かの残骸ではなく、「りんご並
木」が人々とともに、今でも大事にされ生
きていることが分かりました。
今日、地域づくりに関わる者は飯田と

いうまちを大変注目しています。それは、
政策だったり環境だったり客観的な視点
であります。ですが、私が実際に少しの間
過ごしてみると、今は消えつつある人間
としての生き方というものを、飯田や飯田
の人々は持っていると思えたのです。
私自身、振り返ってみるとあまりに無頓

着に生きてきました。もう２０歳前後では
ありますが、今からでも「身近なものを守
る」という姿勢を持ちたいと痛感しており
ます。飯田市、そして飯田を愛する皆さ
ま、ありがとうございました。

水引を通じた高校生との交流

飯田に学ぶ
人間の生き方

宮武 誉
静岡県立大学経営情報学部１年

（香川県高松市出身）
みやたけ たか

No.５２

中国メディアでも話題になった痛公用車

か
い
よ
う

し
ゅ
り
ゅ
う

せ
ん
し
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手
術
材
料
の
病

理
組
織
学
的
評
価
を
行
う
）

•
手
術
中
の
迅
速
診
断
（
術
中

に
切
除
範
囲
の
評
価
や
病
変

の
質
的
診
断
を
行
う
）

•
血
液
系
腫
瘍
や
軟
部
腫
瘍
に

対
し
て
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
、
遺
伝
子
／
染
色
体
検

査
を
追
加
し
て
行
う

•
病
理
解
剖
（
主
病
変
の
広
が

り
や
関
連
病
変
の
評
価
を
行

っ
て
、
死
因
の
解
明
を
目
指

す
）

市
立
病
院
で
は
、
診
断
に
必

要
な
免
疫
染
色
、
蛍
光
抗
体
染

色
、
乳
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移

評
価
の
た
め
の
遺
伝
子
検
査
法
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
や
軟
部
腫
瘍
の

遺
伝
子
検
査
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
信
州
大

学
や
関
連
病
院
と
の
相
互
通
信

に
よ
る
、virtual slide

と
い

う
病
理
画
像
を
電
子
化
し
た
も

の
を
利
用
し
た
遠
隔
診
断
を
進

め
て
お
り
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ

を
克
服
し
て
い
ま
す
。

市立病院　病理診断科
佐野健司  医師

病
理
診
断
に
つ
い
て

先月の宮島保雄 さん（上郷）からのリレー

ͨ
͟
Θ

ͱ
΋
΍

田
澤
智
也
さ
ん
（
松
尾
）

そ
の 

１５５

「
自
己
増
殖
機
能
」
を
発
揮
す
る
丘
フ
ェ
ス

本
市
の
リ
ニ
ア
未
来
都
市

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
竹
内
宏
彰
さ

ん
か
ら「
１１
月
３
日
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
『
丘
フ
ェ
ス
』
が
ト

レ
ン
ド
に
入
っ
て
い
る
」
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

そ
の
日
の
「
ネ
ッ
ト
口
コ
ミ
」

で
、
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
通
称
「
丘
フ
ェ
ス
」）
が

全
国
的
に
話
題
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
１１
月
１０
日
に
都
内
で
催

さ
れ
た
飯
田
に
関
心
を
寄
せ

る
若
い
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
飯
田
・

市
長
と
夜
会
」
で
も
丘
フ
ェ

ス
の
魅
力
が
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
グ
ル

メ
の
祭
典
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
た
感
の
あ
る
丘
フ
ェ

ス
で
す
が
、
年
々
そ
の
内
容

が
拡
充
し
て
い
く
「
自
己
増

殖
機
能
」
は
、
な
か
な
か
他

で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
特
徴
と
捉

え
て
い
ま
す
。
駅
前
か
ら
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ま
で
、

名
車
と
共
に
ず
ら
り
と
並
ん

だ
痛
車
は
壮
観
で
す
ら
あ
り
、

２
年
程
前
の
丘
フ
ェ
ス
で
見

た
数
台
の
痛
車
に
引
き
気
味

に
な
っ
た
こ
と
が
嘘
の
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。

昨
年
の
丘
フ
ェ
ス
で
飯
田

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
「
痛
公
用
車
」
も
、

中
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
採
り
上

げ
ら
れ
た
り
、
１１
月
２６
日
開

催
の
名
古
屋
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

に
出
展
さ
れ
た
り
と
、
し
っ

か
り
飯
田
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
昨
年
、
仕
事
の
関
係
で
飯
田
市
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て
き
た

ば
か
り
の
時
は
、
知
り
合
い
も
少
な
く
、

時
間
を
持
て
余
す
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
職
場
の
方
に
消
防
団
に
誘

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
飯
田
市
出
身
で

は
な
い
私
が
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
の

か
不
安
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
思
い
と
は
裏
腹
に
、
快
く
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

消
防
団
と
い
う
地
域
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
飯
田
市
に
愛
着
が
わ
き
、
今
で

は
飯
田
市
が
私
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

訓
練
や
火
災
出
動
な
ど
、
仕
事
と
の
両

立
は
大
変
で
す
が
、
お
世
話
に
な
って
い
る

こ
の
飯
田
市
の
た
め
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

なかやま りょうすけ

中山椋介 さん
（伊賀良小６年）

ぼくは、将来、日本代表で活やくするラ
グビー選手になるのが夢です。
ぼくは今、ラグビースクールに入って、
練習を重ねています。なので、ぼくは、少
しずつですが、力が身についていると思い
ます。もっと力をのばして、活やくして、
日本代表になりたいです。
そして、今のぼくは足が速いので、それも武器にして、がん
張っていきたいと思っています。

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私が飯田にきて一番強く感じ取ったこ
とは、飯田に住む方の人間性の素晴らし
さです。それは昔からの生き方を守って
いく、つまりは文化を守るという心構えで
す。それは、農家民泊で出会ったり、聞き
取り調査で公民館活動について考えたり
して実感いたしました。そしてそれが最も
象徴的に表れているのが「りんご並木」
でしょう。何かの残骸ではなく、「りんご並
木」が人々とともに、今でも大事にされ生
きていることが分かりました。
今日、地域づくりに関わる者は飯田と

いうまちを大変注目しています。それは、
政策だったり環境だったり客観的な視点
であります。ですが、私が実際に少しの間
過ごしてみると、今は消えつつある人間
としての生き方というものを、飯田や飯田
の人々は持っていると思えたのです。
私自身、振り返ってみるとあまりに無頓

着に生きてきました。もう２０歳前後では
ありますが、今からでも「身近なものを守
る」という姿勢を持ちたいと痛感しており
ます。飯田市、そして飯田を愛する皆さ
ま、ありがとうございました。

水引を通じた高校生との交流

飯田に学ぶ
人間の生き方

宮武 誉
静岡県立大学経営情報学部１年

（香川県高松市出身）
みやたけ たか

No.５２

中国メディアでも話題になった痛公用車

か
い
よ
う

し
ゅ
り
ゅ
う

せ
ん
し

２０１7.１２.１［広報いいだ］9
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申
告
用
保
険
税
な
ど
の

納
付
済
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
２９
年
分
所
得
の
申
告
で
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

る
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
は
、
１２
月
３１
日
納
付
分
ま
で

集
計
す
る
た
め
、
１
月
下
旬
発

送
に
な
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
ハ
ガ
キ
が
無
く
て
も
申

告
は
で
き
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ

の
方
は
ご
自
身
で
納
付
額
を
計

算
し
て
く
だ
さ
い
。

　
金
額
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

ご
持
参
の
う
え
、
問
い
合
わ
せ

先
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ど
の
窓
口
で
も
社
会
保
険
料
納

付
全
般
に
つ
い
て
対
応
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
の
納
付
分
に
つ
い
て
は

集
計
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

１
月
ご
ろ
に
日
本
年
金
機
構
な

ど
の
年
金
保
険
者
か
ら
届
く
源

泉
徴
収
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
国
民
健
康
保
険
税　

　
保
健
課　
国
保
係

　
本
庁
Ａ
８
窓
口

　
内
線
５
５
２
８

○
介
護
保
険
料

長
寿
支
援
課　
介
護
保
険
係

本
庁
Ａ
１１
窓
口

内
線
５
７
６
２

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
健
課　
医
療
給
付
係

本
庁
Ａ
９
窓
口

内
線
５
５
２
５

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・

り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

ナ
ー

特
別
徴
収
県
内
一
斉
指
定

　
平
成
３０
年
度
か
ら
、
原
則
全

て
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
、
従

業
員
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

▼
特
別
徴
収
の
制
度

○
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、
事
業
主
（
給
与
支
払

者
）
が
従
業
員
（
納
税
義

務
者
）
に
支
払
う
毎
月
の
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し

引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
、

市
へ
納
入
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。

○
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が

あ
る
事
業
主
は
、
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
の
利
点

○
市
・
県
民
税
の
税
額
計
算
は

市
町
村
が
行
い
ま
す
の
で
、

事
業
主
の
皆
さ
ま
が
税
額
を

計
算
し
た
り
、
年
末
調
整
す

る
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
年
１２
回
に
分
け
て
納
税
す
る

た
め
、
従
業
員
の
１
回
あ
た

り
の
負
担
額
が
小
さ
く
な
り

ま
す
。

○
長
野
県
が
行
う
平
成
３０
・
３１

年
度
の
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
に
あ
た
り
、
特
別
徴
収

の
実
施
が
加
点
項
目
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
３０
年
度
か
ら
の
注
意
点

特
別
徴
収
の
完
全
実
施
に
伴

い
、
平
成
３０
年
度
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
方
法
に

変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

適
正
な
課
税
の
実
施
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

※
特
別
徴
収
の
手
続
き
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
税
務
課

市
民
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
市
民
税
係

　
内
線
５
１
６
６

１
月
１８
日
は

１
１
８
番
の
日

　
１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁

の
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

海
で
事
件
・
事
故
を
見
か
け
た

場
合
や
、
見
慣
れ
な
い
船
を
見

か
け
る
な
ど
、
不
審
に
思
う
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
報
す
る
際
は
、
海
上
保
安

官
の
指
示
に
従
い
、
い
つ
・
ど

こ
で
・
何
が
あ
っ
た
な
ど
を
落

ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
課

広
報
・
地
域
連
携
室

☎
0
2
5（
2
8
5
）0
1
1
8
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児
童
扶
養
手
当

１２
月
期
の
支
給
日

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
１２
月
期
の
支
給
は
、

８
月
か
ら
１１
月
分
の
手
当
が
振

り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
で

手
当
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
未
提
出
の
方
に

は
再
度
案
内
の
通
知
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

（
ひ
と
り
親
家
庭
と
し
て
申

請
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
支
給
日　
１２
月
１１
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

　
内
線
５
７
３
８

カ
ラ
ス
対
策
講
演
会

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
被
害

金
額
は
近
年
増
加
し
て
お
り
、

平
成
２８
年
度
は
市
内
全
域
で
約

７
８
１
万
円
の
被
害
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　
飯
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
は
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学

と
共
に
、
継
続
的
に
カ
ラ
ス
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
そ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
総
合
研
究
大
学
院

大
学
と
連
携
し
た
研
究
成
果
や

カ
ラ
ス
の
対
策
方
法
、
来
年
１

月
実
施
予
定
の
「
野
生
動
物
へ

の
無
自
覚
な
餌
付
け
ス
ト
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
に
関
心

が
あ
る
方

▼
日
時

　
１２
月
１６
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
営
農
部

大
会
議
室

▼
内
容

最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
く

カ
ラ
ス
の
生
態
と
対
策
方
法

に
つ
い
て

▼
講
師

塚
原
直
樹
さ
ん

（
国
立
大
学
法
人
総
合
研
究

大
学
院
大
学
助
教
）

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
事
務

局
（
農
業
課
内
）

　
内
線
４
８
１
２

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
を

送
る
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
方

○
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を

除
く
）

○
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る

▼
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入

で
き
る

○
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後

に
受
け
取
れ
る
積
立
方
式

○
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
自
由
に

設
定
可
能
（
千
円
単
位
）

○
終
身
年
金

○
保
険
料
は
全
額
所
得
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
対
象

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
内
線
４
８
１
３

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
長
野
県
国
際
化
協
会
で
は
、

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
外

国
籍
児
童
就
学
支
援
事
業
）
の

窓
口
と
な
っ
て
、
外
国
籍
児
童

生
徒
の
教
育
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
募
金
を
通
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
２８
年
度
の
募
金

活
動
で
は
、
２
０
６
万
円
が
寄

せ
ら
れ
、
外
国
籍
児
童
の
教
育

環
境
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業

の
継
続
的
・
安
定
的
な
運
営
に
、

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
賛
助
会
員
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○　
長
野
県
国
際
化
協
会

☎
０
２
６（
２
３
５
）７
１
８
６

○
男
女
共
同
参
画
課

　
内
線
５
４
５
１

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
長
野
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秀
水
美
人
画
美
術
館

常
設
展
「
凛
然
と
」

　
秀
水
美
人
画
美
術
館
で
は
、

「
凛
然
と
」
と
題
し
て
、
第
９６

回
常
設
展
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間

１２
月
３
日
㈰
〜

平
成
３０
年
３
月
１
日
㈭

▼
開
館
時
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で

▼
休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）、

１２
月
２９
日
㈮
〜

平
成
３０
年
１
月
３
日
㈬
、

１
月
９
日
㈫
、

２
月
４
日
㈰
、
１３
日
㈫

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

の
お
休
み
に
つ
い
て

　
各
地
区
の
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
次
の
期
間
は
、

飯
田
市
の
ご
み
収
集
が
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
ご
み
集
積
所
に

ご
み
を
出
し
て
も
収
集
を
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
休
み
と
な
る
期
間

１２
月
３０
日
㈯
〜

平
成
３０
年
１
月
３
日
㈬　

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係

内
線
５
４
６
４

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

冬
の
番
組

　
１２
月
１
日
か
ら
冬
の
番
組
に

変
わ
り
、
南
米
チ
リ
の
ア
ル
マ

望
遠
鏡
を
話
題
に
し
た
新
番
組

「
見
え
な
い
光
？
宇
宙
を
知
る

冒
険
」
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム

○
午
前
１０
時
〜

ほ
し
の
せ
か
い
へ
し
ゅ
っ
ぱ

つ
し
ん
こ
う

○
午
前
１１
時
〜

見
え
な
い
光
？
宇
宙
を
知
る

冒
険
、
遠
山
霜
月
祭

○
午
後
１
時
〜

眠
れ
な
い
夜
の
月
、
菱
田
春

草
の
青
春

○
午
後
２
時
３０
分
〜

見
え
な
い
光
？
宇
宙
を
知
る

冒
険
、
中
央
構
造
線

○
午
後
４
時
〜

眠
れ
な
い
夜
の
月
、
田
中
芳

男
▼
平
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
午
後
２
時
３０
分
〜

見
え
な
い
光
？
宇
宙
を
知
る

冒
険
、
中
央
構
造
線

○
午
後
４
時
〜

見
え
な
い
光
？
宇
宙
を
知
る

冒
険
、
田
中
芳
男

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
料
金　

　
一
般　
　
２
５
０
円

　
高
校
生　
１
５
０
円

　
小
中
学
生　
　
５０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

特
別
投
影

　
寒
い
冬
の
星
空
。
あ
な
た
は

誰
と
眺
め
ま
す
か
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
贈
る
、
ア
ロ
マ
（
香
り
）

と
星
空
の
ひ
と
と
き
。
冬
の
星

座
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る

星
の
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

ア
ロ
マ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
大
好
き
な
あ
な
た
へ
」

▼
日
時

　
１２
月
２４
日
㈰

午
後
４
時
〜
５
時

※
こ
の
時
間
は
、
通
常
の
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
の
投
影
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
料
金

一
般　
　
２
５
０
円

高
校
生　
１
５
０
円

小
中
学
生　
　
５０
円

▼
定
員

９０
人
（
予
約
優
先
、
当
日
空

席
が
あ
れ
ば
先
着
順
）

▼
予
約
方
法

電
話
ま
た
は
美
術
博
物
館
受

付
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１２
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
、

先
着
順

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
観
覧
料

○
一
般

　
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

○
高
校
生

　
１
５
０
円
（
１
２
０
円
）

○
小
中
学
生

　
１
０
０
円
（
８０
円
）

※（　

）
内
は
２０
人
以
上
の
団

体
料
金

※
上
郷
考
古
博
物
館
と
共
通
で

入
館
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
考
古
博
物
館

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５



生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３２
問い合わせ・申し込み

天龍峡の磨崖の碑「十勝」を眺め
ながら歩きます。（約４ｋｍ）
日時／１２月９日㈯

９：００（集合）～１２：００
集合場所／天龍峡中央駐車場
申込締切／１２月６日㈬

１２月の“月いちウォーキング”情報

ガイド付
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社
会
体
育
施
設
で
行
う

大
規
模
競
技
大
会
の
調
査

　
平
成
３０
年
度
の
社
会
体
育
施

設
の
利
用
調
整
の
た
め
、
平
成

３０
年
４
月
か
ら
平
成
３１
年
３
月

ま
で
に
社
会
体
育
施
設
で
開
催

を
予
定
し
て
い
る
全
市
規
模
以

上
の
大
会
を
調
査
し
ま
す
。
対

象
と
な
る
大
会
を
行
う
方
や
団

体
は
、
調
査
票
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
大
会

○
飯
田
市
全
域
か
ら
参
加
者
・

競
技
者
を
募
る
大
会
な
ど

○
飯
伊
・
南
信
・
県
大
会
な
ど

市
以
外
の
地
域
か
ら
参
加
者

が
集
ま
る
大
会
（
団
体
独
自

の
練
習
試
合
や
招
待
試
合
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
提
出
い
た
だ
い
て
も
、
利
用

調
整
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
票
の
様
式

○
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
で
入
手

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
締
切

　
平
成
３０
年
１
月
５
日
㈮

　
（
厳
守
）

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
３
３

大
規
模
競
技
大
会
　
調
査

飯
田
少
年
少
女
合
唱
団

第
２５
回
定
期
演
奏
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん

だ
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１２
月
１７
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
開
演

　
（
午
後
１
時
開
場
）

▼
場
所

　
飯
田
市
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
曲
目

「
手
紙
〜
拝
啓　

十
五
の
君

へ
〜
」、「
に
じ
い
ろ
」
ほ
か

▼
チ
ケ
ッ
ト

５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
・

全
席
自
由
）

※
未
就
学
児
入
場
可
（
無
料
）

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

飯
田
市
公
民
館
、
飯
田
文
化

会
館
（
平
日
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
１５
分
）

▼
団
員
募
集

○
練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
４
時
〜
６
時

（
見
学
可
）

○
練
習
場
所

　
飯
田
文
化
会
館
ほ
か

○
対
象

　
５
歳
〜
高
校
３
年
生

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
文
化
会
館　
事
業
係

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
緊
急
輸
送
路
な
ど
主

要
な
幹
線
市
道
の
除
雪
を
行
い

ま
す
。

　
早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
時
に

は
、
騒
音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
迅
速
な
除
雪
作

業
の
た
め
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
自
宅
周
辺
の
歩
道
や
道
路
は
、

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

で
除
雪
作
業
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
危
険
で
す
の
で
除
雪
車
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
除
雪
作
業
に
よ
り
、
各
戸
の

出
入
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
再
度
個
々
に
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
道
路
沿
い
に
あ
る
、
雪
の
重

み
で
倒
れ
そ
う
な
樹
木
、
竹

な
ど
は
、
所
有
者
の
方
が
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
を
行
う
時
の
注
意

○
交
通
の
障
害
、
水
路
の
つ
ま

り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

道
路
や
側
溝
、
河
川
へ
雪
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
車
両
と
の
接
触
や
、
側
溝
な

ど
へ
の
転
落
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
冬
期
の
道
路
は
、
凍
結
な
ど

で
と
て
も
危
険
で
す
。
作
業

の
際
は
、
ケ
ガ
や
事
故
に
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
土
木
課　
維
持
係

　
内
線
２
７
３
１



平和祈念館資料室開館日のお知らせ平和祈念館資料室開館日のお知らせ
平和祈念館資料室は、戦争の悲惨さと平和の大切さを後世に伝
えていくため、市民の皆さまから寄贈・寄託いただいた戦争に関
する資料を収蔵・展示しています。平和祈念館資料室は奇数月の
第１日曜日に開館しており、今後の開館日は以下のとおりです。

１月７日㈰
３月４日㈰
５月６日㈰

★
★
★

開　　館　　日

飯田市教育委員会および
平和資料収集委員会で
は、戦争と平和に関する
資料や資料に関する情報
を収集し、後世に伝えて
いくため大切に整理保管
しています。戦争に関す
る資料をお持ちで、寄贈
や情報提供をしていただ
ける方はご連絡ください。

戦争に関する
歴史資料を
お寄せください

開館時間／
午前１０時～午後４時
入館料／無料
場所／飯田市公民館４階

生涯学習・スポーツ課 内線３７４５
問い合わせ・事前申し込み

※開館日以外に見学を希望される場
合は5日前までに電話でお申し込
みください。

ダウン症の女流書家  金澤 翔子 氏  書「共に生きる」
さんとぴあ飯田２階に展示中

「cocoar2」のアプリ（無料）を「AppStore」
「GooglePlay」にてダウンロード後
　　このマークが付いているこの広告枠を
　　読み取ってください。

企画総合印刷
販促TOOL
電飾サイン看板

☎0265-34-1515
http://www.uniprint.co.jp

この広告枠をスマホにかざす！
AR動画おためし体験

▶

▶
動画あり
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障
害
者
週
間

　
毎
年
１２
月
３
日
か
ら
９
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
障
害
者
週

間
」
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
社
会
、

経
済
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
、
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
私
た
ち
の
地
域
に

息
づ
い
て
い
る
結
い
の
力
を
生

か
し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
お
互

い
に
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合

い
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
、「
健
や
か
に

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
社

会
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取
り

除
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

配
慮
や
支
援
が
必
要
な
の
か
を

知
り
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
共
生
社
会
を
目
指
し
て

障
が
い
の
あ
る
人
の
尊
厳
と

権
利
を
保
障
す
る
「
障
害
者

基
本
法
」
で
は
、
社
会
を
構

成
す
る
全
て
の
人
々
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
他
者
と

共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
努
め
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
課　
障
害
福
祉
係

内
線
５
７
１
４

廃
道
・
廃
水
路
敷
地
の

払
い
下
げ

　
市
で
は
、
市
道
の
改
良
工
事

や
水
路
の
付
替
工
事
な
ど
で
、

道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を

喪
失
し
た
土
地
（
赤
線
・
青
線

を
含
む
）
を
、
隣
接
す
る
土
地

の
所
有
者
に
払
い
下
げ
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
廃
道
・
廃
水
路

敷
地
は
、
隣
接
す
る
土
地
と
一

体
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
払
い
下
げ
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
相
談
（
払
い
下
げ
の
可

否
・
土
地
代
金
・
経
費
の
負
担

な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
管
理
課　
国
調
登
記
係

　
内
線
２
７
１
７

　
地
域
の
木
材
が
盛
ん
に
使
わ

れ
て
い
た
近
世
・
近
代
の
人
々

の
、
木
材
利
用
に
関
す
る
観
念

や
手
法
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、

伊
那
谷
の
近
世
文
書
に
残
さ
れ

た
記
録
、
お
よ
び
飛
騨
や
木
曽
、

遠
山
谷
の
集
落
景
観
の
変
遷
を

も
と
に
考
え
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　
山
里
の
景
観
と
木
材
利
用

▼
日
時　
１２
月
１６
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

南
信
濃
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

樋
口
貴
彦

（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
ゲ
ス
ト

○
青
柳
由
佳
さ
ん

　
（
名
古
屋
女
子
大
学
講
師
）

○
羽
田
真
也

　
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座



宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備
宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備

今年度、
長野原区
では、宝く
じの助成
により「公
園遊具の
整備」を行
いました。
区民広場

に遊具を整備することで、地域の子どもに遊べる場を
提供し、さらには子どもから高齢者まで、多くの住民同
士の交流の促進に繋がるものと考えています。

公益財団法人長野県市町村振興協会では、宝くじの
社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を財源に
地域活動助成事業を行っています。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３２

宝くじの助成金による
コミュニティ設備の整備

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方

２０１7.１２.１［広報いいだ］15

干
支
の
折
り
紙
教
室

　
折
り
紙
で
来
年
の
干
支
の
イ

ヌ
と
お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象

　
小
学
生
以
上　

（
小
学
校
３
年
生
ま
で
は
保

護
者
同
伴
）

▼
日
時　
１２
月
１７
日
㈰　

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師　

竹
内
恵
子
さ
ん
（
日
本
折
紙

協
会
認
定
講
師
）

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

▼
定
員　
２５
人

▼
材
料
費

　
大
人　
　
１
０
０
円

　
高
校
生
ま
で　
無
料

▼
申
込
方
法

中
央
図
書
館
窓
口
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

不
動
産
売
買
と
賃
貸
の
ト
ラ

ブ
ル
〜
不
動
産
売
買
や
不
動

産
賃
貸
で
将
来
的
に
困
ら
な

い
た
め
に
〜

▼
日
時

１２
月
１８
日
㈪

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

北
原
慎
司
弁
護
士

（
北
原
慎
司
法
律
事
務
所
）

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

赤
い
羽
根
共
同
募
金
先
駆

的
活
動
費
助
成
事
業
募
集

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
、
先
駆
的
お
よ
び
開
拓

的
で
多
様
な
民
間
活
動
を
支
援

す
る
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
助
成
対
象
団
体

市
内
で
活
動
し
て
い
る
住
民

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
、
障
が
い
者
な
ど
の
支

援
団
体
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

※
市
内
の
特
定
の
地
域
の
み
に

限
定
し
た
活
動
を
し
て
い
る

団
体
は
除
き
ま
す
。

※
過
去
に
３
回
助
成
を
受
け
た

団
体
（
事
業
）
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
対
象
事
業

〇
福
祉
ま
た
は
関
連
す
る
保
健
、

医
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
、
先
駆
的
で
発
展
性

の
あ
る
事
業

〇
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業

▼
助
成
限
度
額

　
上
限
５
万
円

※
１
団
体
１
事
業

▼
申
請
方
法

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

窓
口
ま
た
は
飯
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間　

１２
月
１
日
㈮
〜

平
成
３０
年
１
月
２４
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
▼
助
成
の
決
定

申
請
書
類
を
審
査
後
、
平
成

３０
年
６
月
中
に
別
途
通
知
。

※
助
成
が
決
定
し
た
場
合
は
、

募
金
活
動
（
街
頭
募
金
な

ど
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
２
４

東
栄
町
３
１
０
８
―
１

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
）

地
域
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ
市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

☎０２６５（５３）８７３０

毎月第２火曜日
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
就活個別相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎月第３木曜日
１３：００～１７：００

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所内
（予約時確認）

空き家に関する
無料相談

毎月５日
１３：００～１７：００

ふるさと定住支援課
内線５４４３
（予約制）

市役所
保健センター２階不妊・不育相談

１２月１９日（火）
１５：００～１９：００
１月９日（火）
１３：００～１７：００

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５２
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談
（予約制）

子 育 て 相 談
教育支援・就学相談
家庭児童相談

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

今月のプレゼント今月のプレゼント
飯田市制施行８０周年記念

「菱田春草クリアファイル３種セット」

５名様に
プレゼント

応募締切 １２月２５日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
良かった記事 良くなかった記事 その他感想など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
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ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成をしています。ムトス飯田助成事業を
活用して実施した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

第９回

羽
場
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

愛
護
会

羽
場
地
区
が
目
指
す
「
安
全
安
心
」「
清
潔

で
花
あ
ふ
れ
る
羽
場
」
の
一
翼
を
担
っ
て
、

当
会
を
中
心
に
羽
場
地
区
住
民
が
皆
で
協
力

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
常
に
お
け
る
巡
回
や
清
掃
活
動
は
も
と

よ
り
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と

し
て
、
公
園
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
道
路
や

河
川
に
お
い
て
も
清
掃
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
羽
場
地
区
全
体
の
環
境
美
化
に

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
て
、「
ポ

イ
捨
て
・
不
法
投
棄
」「
児
童
へ
の
声
掛
け
事

案
」
な
ど
の
対
策
と
し
て
、
赤
外
線
カ
メ
ラ

の
設
置
、
公
園
内
を
流
れ
る
水
に
ゴ
ミ
が
入

り
に
く
く
な
る
器
具
の
設
置
な
ど
、
さ
ら
に

安
全
安
心

で
居
心
地

の
良
い
公

園
に
な
る

よ
う
施
設

整
備
を

行
っ
て
い

き
ま
す
。

安
全
安
心
で
清
潔
な
公
園
を
目
指
し
て

▲公園内水路の清掃

超電導リニアの原理超電導リニアの原理

なぜ浮くの？ （浮上の原理）
車両の超電導磁石が通過すると、地上の浮上案内コイ

ルに電流が流れて電磁石となり、車両を押し上げる力（反
発力）と引き上げる力（吸引力）が発生し、浮上します。

どうして壁にぶつからないの？
（案内の原理）
左右の浮上案内コイルは、電線により結ばれ、車両が

中心からどちらか一方にずれると、車両の遠ざかった側
に吸引力、近づいた側に反発力が働き、車両を常に中央
に戻します。

リニアの車両には、磁界が発生する超電導磁石が搭載され、ガイドウェイ（軌道）に取り付けられた地上
コイル（推進コイル、浮上案内コイル）との磁気相互力により、浮上して走行します。

◆前回のおさらい

（後編）
ちょう どうでん

●問い合わせ／リニア整備課　内線３３３４前回に引き続き、リニアが動く仕組みについて説明します。
参考：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ホームページ
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スプレー缶やカセットボンベの処理（排出）方法

ライターの処理（排出）方法

〈スプレー缶の場合〉
必ず火気のない風通しのよい屋外で、噴射音が聞
こえなくなるまでスプレーボタンを押して中身を出
し切ってください。（商品によっては、商品に記載さ
れている使用説明に従い、ガス抜きキャップなどを
使って中身を出し切ってください。）

〈カセットボンベの場合〉
カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮
しながら中身を使い切ってください。

①ガスを使い切ってください。
②透明なビニール袋などに入れ、「特定ごみ」と
して、埋立ごみの収集日にごみ集積所のわか
りやすい位置へ出してください。

※埋立ごみの指定ごみ袋の中には入れないでください。
※ごみ集積所に「乾電池入れ」がある場合は、その中へ入れてください。

中身を出し切ったスプレー缶やカ
セットボンベに、必ず火気のない
風通しのよい屋外で、安全に穴を
開けてください。（市販されているスプレー缶用穴
あけ器を使うと簡単です。）

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、空き缶などを
捨てる時に使用する「資源ごみ（金属）」の指定ごみ袋（文
字が緑色）に入れ、ごみ集積所へ出してください。（「資源
ごみ」と緑色で印刷された以前のごみ袋でも出せます。）
「埋立ごみ」として出さないようにご注意ください。
※プラスチックのキャップやノズルは外し、プラマークの表示があるもの
で汚れていないものは資源ごみ（プラマーク）として出してください。
※プラマークの表示がない、または水でゆすいでも汚れが取れない
キャップやノズルは、燃やすごみとして出してください。

もう一度、確認してください！！
スプレー缶やライターの正しい捨て方

必ず中身を出し切る

必ず缶に穴を開ける

カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮
しながら中身を使い切ってください。

中身を出し切ったスプレー缶やカ
セットボンベに、
風通しのよい屋外

必ず缶に穴を開ける

「資源ごみ（金属）」として排出する
スプレー缶やカセットボンベの処理（排出）方法

で、噴射音が聞
こえなくなるまでスプレーボタンを押して中身を出

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、
捨てる時に使用する「資源ごみ（金属）」の指定ごみ袋（文
字が緑色）

「資源ごみ（金属）」として排出する

◆問い合わせ／環境課 廃棄物対策係  内線５４６４・５４６５

ごみの分別区分を誤って、スプレー缶（殺虫剤、毛染め剤、消臭剤など）やカセットボンベ、ライターが埋立ご
みに混入される事案が依然として多く見受けられます。また、それらが原因と思われるごみ収集車両の火災な
どがたびたび発生しています。
不適正な排出は、ごみ収集車両をはじめ、ごみ集積所や付近の建物、ごみ処理施設での火災や事故につな

がる恐れもあります。今一度スプレー缶やカセットボンベ、ライターの正しい出し方をご確認ください。

資源ごみ（プラマーク）の分別、  　 を確認していますか？
◎資源ごみ（プラマーク）の指定ごみ袋には、次の❶と❷のごみだけを入れてください。

分別のポイント

水で１回程度ゆすぐ

！

汚れが
落ちた場合

汚れが
落ちない場合

資源ごみ（プラマーク）
へ分別

燃やすごみ
へ分別

※❶と❷以外のプラスチック製品は、燃やすごみへ分別してください。

■問い合わせ／環境課 廃棄物対策係　内線５４６４、５４６５

プラマーク 　を確認する
❶

❷

プラマーク　 が印刷されているもので、
汚れていないもの

プラマーク　 の下や横に記載されている
もの（カップやキャップなど）で、
汚れていないもの

プリン
カップ
プリン
カップ

（例）

（例）

このマークがあるか
どうか見ましょう。

キャップ
ラベル

カップ

［広報いいだ］２０１7.１２.１ 18



給与所得控除の見直し
区　　　　分

上限額が適用される
給与収入

給与所得控除の
上限額

平成２６年度～平成２８年度

１,５００万円

２４５万円

改正後（平成２９年度）

１,２００万円

２３０万円

改正後（平成３０年度以後）

１,０００万円

２２０万円

市・県民税が変わります
◎問い合わせ／税務課　市民税係　内線５１６３

給与所得控除の見直し

セルフメディケーション推進のための 「スイッチＯＣＴ薬控除」 の創設

一定の取り組みとは注１

スイッチＯＴＣ医薬品とは注２

平成２６年度の税制改正で、給与所得控除の見直しが行われ、平成２９年度より、給与収入１,２００万円超の
控除額の上限が２３０万円に、平成３０年度より、給与収入１,０００万円超の控除額の上限が２２０万円に引
き下げられることとされました。

適切な健康管理の下で医療品薬品からの代替を進める観点から、健康の維持増進および疾病の予防への
取り組みとして 一定の取り組み（注１）を行う個人が、平成２９年１月１日から平成３３年１２月３１日までの間に、
本人や本人と生計を一にする親族に係る スイッチＯＴＣ医薬品（注２）の購入費用を１年間に１万２千円を超
えて支払った場合には、１万２千円を超える額（最大８万８千円）を所得控除できる特例が創設されました。
※この特例の適用を受ける場合には、現行の医療費控除の適用を受けることはできません。

納税者本人がその年中に次のいずれかの取り組みを行っている必要があります。
⑴ 特定健康診断 （いわゆるメタボ健診）
⑵ 予防接種
⑶ 定期健康診断 （事業主健診）
⑷ 健康診査 （いわゆる人間ドックなど）
⑸ がん検診

※申告の際には、検診などまたは予防接種を受けた 「一定の取り組み」 を明らかにする書類が必要です。

医師の処方が必要だった医療用薬品から転用（スイッチ）された、薬局で購入できる市販の医薬品です。
かぜ薬、胃腸薬、鼻炎薬、解熱鎮痛剤、コレステロール改善薬などが該当します。
※申告の際にはスイッチＯＴＣ医薬品の購入金額がわかるレシートや領収書などが必要です。
※セルフメディケーションについての詳細は、厚生労働省のホームページでご確認ください。

平成３０年度市・県民税から適用される主な変更点平成３０年度市・県民税から適用される主な変更点

厚生労働省　セルフメディケーション
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年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ
市役所本庁・各自治振興センターなどは１２月２９日（金）～１月３日（水）まで休みとなります。
このほかの業務などの休みは下記一覧表または、各施設にお問い合わせください。

業　務　・　施　設 電　　話 備　　考㈬
２７

㈭
２８

㈮
２９

㈯
３０

㈰
３１

㈷
１/１

㈫
２

㈬
３

㈭
４

㈮
５

ご　  み

ごみ収集（ごみ集積所）

桐林リサイクルセンター

手 続 き

市役所本庁舎証明書発行窓口

りんご庁舎市民証明コーナー

飯田市斎苑（火葬場）

音声告知サービス放送の依頼

医  　療

市立病院外来

市立高松診療所

千代診療所

上村診療所

水道料金お客様センター

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２６）１０５０

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２３）５８６３

０２６５（５２）５４０６

０２６５（２１）１２５５

０２６５（２２）５０６０

０２６５（５９）２０１４

０２６０（３６）２０５０

０２６５（２１）１１３２

※各地区のごみ・リサイクルカレ
ンダーのとおり収集します

緊急の場合は休日
も受け付けます

※午後休診

水道・下水道　修理

直接搬入（資源ごみ）
㈱マエダ

直接搬入（資源ごみ）
前田産業㈱

直接搬入（資源ごみ）
㈲ナカタ商事

直接搬入（埋立ごみ）
飯田市最終処分場
グリーンバレー千代

直接搬入（燃やすごみ）
稲葉クリーンセンター

０２６５（５９）１１５３ ※９：００～１２：００

０２６５（４８）６６４８

０２６５（２２）５３２８

０２６５（２２）２４８８

０２６５（２３）１５５８

※１ ８：００～１２：００
※２ ８：００～１３：００

※８：００～１２：００

各戸配布の当番店一覧により修理を依頼してください。
不明の場合は、市役所宿直にお問い合わせください　☎０２６５（２２）４５１１

１ ２
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飯田清掃
年末年始の
くみ取り案内

飯田清掃
年末年始の
くみ取り案内

〇＝通常営業　　×＝くみ取りはお休みです。
　＝２９日㈮は午前中のみ、くみ取りを行います。　　　＝４日㈭は緊急くみ取りのみ

くみ取りのお申し込みは
お早めにお願いします。

申し込み・問い合わせ
飯田清掃㈱　☎０２６５（２３）０３１１

環境課からのお知らせ １２/ １/

曜日
業務

２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
木 金 土 日 祝 火 水 木 金 土 日 祝 火
〇 　 × × × × × 　 × × × × 〇

●平日、休日にかかわらず、市民の皆さんが自由に利用できる
電動自転車などを公共施設に配置しました。

●利用をご希望の方は、登録申請が必要です。
※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、環境モデル都市
推進課以外で申請された場合、利用証は後日郵送になります。
※登録申請には身分証明書が必要です。※利用対象者は中学生以上です｡
中学生が登録申請する場合は、保護者の同意（承諾印）が必要です｡

■問い合わせ／環境モデル都市推進課　内線５４７３

★貸出受付時間　９：００～１６：００

レンタサイクル事業レンタサイクル事業 飯田市は、ＣＯ２排出量の少ない乗り物への転換を進めるとともに
自転車によるまちなか観光の推進を図ります。

市役所 羽場公民館
美術博物館 丸山公民館
市公民館 東野公民館
橋北公民館 エコハウス
橋南公民館 飯田駅観光案内所
天龍峡案内所 遠山郷観光案内所
まちなかインフォメーションセンター

７台 １台
４台 １台
１台 １台
２台 ４台
１台 ４台
４台 ２台

４台

期　日：平成30年１月７日（日）
より多くの成人の皆さんが参加できるよう
｢成人の日｣ 前日の日曜日に開催します。

対象者：平成９年４月２日～平成１０年４月１日生まれで、市内
の小・中学校いずれかを卒業された方と現在市内に
お住まいの方

場　所：下表のとおり
案　内：該当される皆さんには、各地区公民館より１１月中に開催案内をお送りします。

内容をご確認の上、同封の出欠はがきにて該当地区の公民館にお知らせください。
※案内のあった公民館の成人式への参加となります。詳細は、各地区公民館にお問い合わせください。

問い合わせ：飯田市公民館　☎０２６５（２２）１１３２　　 iccc０１@city.iida.nagano.jp

成30年 日（日）

成人式は１月７日（日）開催成人式は１月７日（日）開催

地区名
（公民館） 電話番号 開催単位 受付時刻 式　典　会　場

橋　北 ２４-０３１０

橋　南 ２４-０３２７ 合同開催 １３：３０ 飯田市公民館
東　野 ２４-９１４４

羽　場 ２３-９７４９
合同開催 １３：３０ 羽場公民館

丸　山 ２３-５８７２

座光寺 ２２-１４０１

松　尾 ２２-００９１

下久堅 ２９-８００１

上久堅 ２９-７００１

千　代 ５９-２００３

地区名
（公民館） 電話番号 開催単位 受付時刻 式　典　会　場

龍　江 ２７-３００４ 龍江地区 １１：３０ 龍江公民館
竜　丘 ２６-９３０３ 竜丘地区 １２：３０ 竜丘公民館
川　路 ２７-２００１ 川路地区 １２：３０ 川路公民館
三　穂 ２７-２０３２ 三穂地区 １２：３０ 三穂公民館
山　本 ２５-２００１ 山本地区 １３：３０ 山本公民館
伊賀良 ２５-７３１１ 伊賀良地区 １３：３０ 伊賀良公民館
鼎 ２２-１２８４ 鼎 地 区 １２：００ 鼎文化センター
上　郷 ２４-７７４４ 上郷地区 １２：１０ 飯田文化会館
上 村 ０２６０-

３６-２２１１

南信濃 ０２６０-
３４-５１１１

座光寺地区
松尾地区
下久堅地区
上久堅地区
千代地区

１２：００
１２：３０
１２：３０
１２：００
１２：３０

座光寺公民館
松尾公民館
下久堅公民館
上久堅公民館
千代公民館

合同開催 １３：３０ 南信濃地域交流センター
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臨
時・非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
方
法

◎
一
次
選
考…

書
類
審
査

◎
二
次
選
考…

面
接
試
験

一
次
選
考
結
果
お
よ
び
面
接
日
時
は
、

後
日
応
募
者
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
付
し

「
本
人
希
望
欄
」
ま
た
は
欄
外
に
希
望

職
種
を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付

１２
月
１５
日
㈮
〜
平
成
３０
年
１
月
５
日
㈮

の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

の
間
に
各
申
し
込
み
先
に
提
出
。

※

美
術
博
物
館
以
外
は
、土・日・祝
日・

年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）

を
除
く
。

※

美
術
博
物
館
は
１２
月
１８
日
、２５
日
、年

末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）を

除
く
。

※

郵
送
は
１
月
５
日
㈮ （
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
表
の
と
お
り

申し込み先
（問い合わせ先）

勤務内容・勤務時間など
（H２９.４.１現在）

賃金・手当など
（H３０.４.１時点）

募集
予定数

応募資格
および免許職　　種

通
　
　
勤
　
　
手
　
　
当
　
　
な
　
　
ど

学校教育課
総務係
☎０２６５（２２）４５１１
内線３７１２

普通自動車免許
所有者で
原付バイクの
運転ができる方

学校用務
（営繕、除草、荷物運搬など）
年間２４０日勤務
勤務時間は学校による
１日７時間４５分勤務

月額
１３７,８００円

特になし
（ただし、養護含む教
員免許、保育士、幼
稚園教諭、ヘルパー
２級以上または介護
福祉士を有する者を
優先する）

身体・知的・情緒障害などの
特別な支援の必要な児童生徒
への学校生活の介助、生活・
学習支援
１日６時間勤務
年間２１０日以内勤務

時給
９９３円

養護教諭免許
取得者

学校での保健指導、救急処置、
環境衛生活動など
勤務時間／おおむね
　　　　　８：２０～１６：５０
勤務時間は学校による

月額
１５６,００５円

司書免許または
中学校国語教員
免許取得者

小学校…図書館での司書業務
中学校…図書館での司書業務

および国語授業
勤務時間／おおむね
　　　　　８：２０～１６：５０
勤務時間は学校による

月額
１５６,００５円講　師 若干名

養護教諭 若干名

特別支援
教育支援員 若干名

学校用務員 若干名

教育委員会臨時・非常勤職員の募集について
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※勤務内容、勤務時間などは平成２９年４月１日現在の内容であり、今後変更になる場合があります。

月額
６,７９０円
または
時給
８７６円

時給
９５４円

時給
７９５円

月額
１１６,８６５円

通
　
　勤
　
　手
　
　当
　
　な
　
　ど

学校教育課
保健給食係
☎０２６５（２２）４５１１
内線３７１５

普通自動車免許
所有者

美術博物館
☎０２６５（２２）８１１８

美術、歴史などに
興味のある方

飯田市美術博物館展示室など
での監視業務
①９：１５～１３：１５または
　１３：００～１７：００の
　４時間勤務
②土・日曜日および祝日の
　勤務あり（月曜日休館）
③１カ月０日～２０日程度の
　勤務あり（展覧会の開催数、
期間により変動）

社会体育施設管理
（施設清掃・管理、除草作業な
ど）
日勤・夜勤交代勤務
（施設により異なる）

小学校児童の放課後、土曜日
および長期休暇中の保育
午前保育もあり
延長預かりのため１８：３０まで
の勤務の場合あり

①月～土曜日
　１３：００～１８：００

②月～金曜日
　１４：００～１８：００
　
　土曜日
　１２：００～１８：００

児童館・
センター・
クラブ
児童支援員

数名

体育施設
管理人 若干名

美術博物館
監視員 ３名

生涯学習・
スポーツ課
☎０２６５（２２）４５１１
内線３７３３

次のいずれかに
該当する者
１.保育士資格を
有する者

２.社会福祉士資
格を有する者

３.幼稚園教諭免
許取得者

４.教員免許取得者
５.大学の社会福
祉学、心理学、
教育学、社会
学、芸術学また
は体育学を専
修する学科を
卒業した者

６.高等学校以上
卒業者で放課
後児童健全育
成事業に類似
する事業に２
年以上従事し
た者

７.放課後児童支
援員認定資格
研修を修了し
た者
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ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまで
お申し込みください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

クリスマスコンサート
日時：１２月１８日（月）　１０：００～（３０分程度）
場所：こども家庭応援センター　キッズルーム
内容：クリスマスのうた、冬のうた
講師：ミュージックボックス　フィガロ
対象：市内在住の就学前の子どもと保護者
定員：１５組
締切：１２月１１日（月）
※ゆいきっず広場は運営日ですが、
　講座中は講座占有となります。

要予約

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１４２回三市合同企画 第１４２回
東
三
河

東
三
河

「
渥
美
半
島
　
菜
の
花
ま

つ
り
」は
期
間
中
、
渥
美
半

島
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
黄

色
い
菜
の
花
畑
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。中
で
も
半

島
で
一
番
広
い
メ
イ
ン
会

場
の「
伊
良
湖
菜
の
花
ガ
ー

デ
ン
」は
、
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
２
０
０
万
本
の
菜
の
花

が
咲
き
誇
り
圧
巻
で
す
。一

面
の
菜
の
花
畑
と
、「
見
て
、

食
べ
て
、
遊
ん
で
楽
し
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

ま
た
、周
辺
の
飲
食
店
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
菜
の
花
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
、こ
ち
ら
も
お
す
す

め
で
す
。満
開
の
菜
の
花
畑

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。 渥

美
半
島
に

春
を
告
げ
る

渥
美
半
島

渥
美
半
島

渥
美
半
島

渥
美
半
島

菜
の
花
ま
つ
り

日時／平成３０年１月１３日（土）～３月３１日（土）
　　　 ※２～３月の土・日曜日、祝日はイベントを開催

場所／伊良湖菜の花ガーデン
（愛知県田原市堀切町浜藪）ほか
渥美半島一帯

料金／無料
　　　　  ※菜の花基金（大人１００円）にご協力ください。

その他／
詳細はお問い合わせいただくか、渥美半島観光
ビューローホームページをご参照ください。

問い合わせ／渥美半島観光ビューロー事務局
　　　　　　　☎０５３１（２３）３５１６

渥美半島観光ビューロー

こ

た
ん
の
う
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１２月６日㈬より申し込み受付開始します

１２月のエコカフェ

★お正月にもう一品！中華ゴマダンゴを作ろう
味ごはん、お吸い物、
サラダ（手作りドレッシング）
日時：１２月１３日㈬

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：森山哲子さん
参加費：５００円
持ち物：エプロン、三角巾

★エコカフェフリー
日時：１２月１４日㈭ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

★冬に楽しむ編み物講座
帽子にもなるネックウォーマーを編もう
日時：１２月１５日㈮ １０：００～１２：００
講師：井原君江さん
参加費：３００円
持ち物：好きな毛糸１００ｇ～１５０ｇ

※編み針はこちらで
　用意します。

★パスタの基礎を学ぼう！
トマトソース作りと２種類のパスタ
日時：１２月２０日㈬

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：菅沼成能さん （チャーリーＣ）
参加費：５００円
持ち物：エプロン、三角巾

★あまり布を使って！
巻き巻き布ビーズのアクセサリー作り
日時：１２月２１日㈭

①１０：００～１２：００ ②１３：３０～１５：３０
講師：本田公子さん （知久町 片桐屋呉服店）
参加費：６００円　 持ち物：布（端切れ）、はさみ

★身近な器で暮らしを彩る
～お正月の簡単フラワーアレンジ～
日時：１２月２７日㈬ １０：００～１２：００
講師：渡部裕子さん
参加費：１,７００円
持ち物：園芸はさみ、牛乳パック

「
暖
房
や
照
明
に
ひ
と

工
夫
」

い
よ
い
よ
今
年
も
あ
と
１

カ
月
。冬
本
番
と
な
り
今
ま

で
以
上
に
暖
房
が
必
要
な

季
節
に
な
っ
て
き
ま
す
。エ

ア
コ
ン
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
暖
房
器

具
を
使
う
と
思
い
ま
す
が
、

晴
れ
た
日
に
は
な
る
べ
く
陽

射
し
を
取
り
入
れ
る
こ
と

を
心
が
け
、太
陽
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
室
温
を
上
げ
る
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。今

ま
で
よ
り
１
枚
厚
着
を
す
る

と
い
う
こ
と
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
１

枚
で
体
感
温
度
が
２
℃
上

が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
暖
房
器

具
の
設
定
温
度
を
下
げ
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
、い
つ

も
と
同
じ
快
適
さ
を
得
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
暖
房
を
使

わ
ず
に
過
ご
せ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、年
末
に
向
け
大
掃

除
を
す
る
方
も
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、大
掃
除
は
家

の
中
を
見
直
す
の
に
良
い
機

会
で
す
。例
え
ば
、照
明
の

カ
バ
ー
を
取
り
外
し
て
掃

除
を
す
る
こ
と
で
、明
る
さ

が
随
分
変
わ
り
ま
す
。白
熱

球
の
消
費
電
力
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

約
１０
倍
に
も
な
る
そ
う
な
の

で
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
も
の
に
買
い

替
え
る
こ
と
で
、電
気
代
の

節
約
に
も
繋
が
り
ま
す
。

窓
ガ
ラ
ス
に
断
熱
シ
ー
ト

を
貼
り
、サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
空
気
の
循
環
を
促

す
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。断
熱
シ
ー
ト
は
、冷
気

を
遮
る
だ
け
で
は
な
く
保
温

効
果
も
あ
る
の
で
お
す
す
め

で
す
。可
能
で
あ
れ
ば
、断

熱
性
の
高
い
カ
ー
テ
ン
に
取

り
替
え
る
な
ど
の
工
夫
で
、

さ
ら
に
部
屋
の
暖
か
さ
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

過
剰
な
暖
房
に
頼
ら
ず
、

ち
ょっ
と
し
た
工
夫
で
効
率

よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
た

い
で
す
ね
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

 １０：００～１２：００
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
�もちつきをしよう！
１月７日㈰
①１０：３０集合 ②１１：３０集合
③１２：３０集合
　材料費：２００円

�窯焼きピザづくり（もちピザ）
１月１４日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

�かざこし寺子屋デイキャンプ
１２月１６日㈯・１７日㈰
９：３０～１６：３０（受付９：００～）
対象：小学１年生～６年生
参加費：２,０００円（保険料含む）
受付場所：なかまの館
※予約制（公園ホームページからお申し込みください）
※予約期間：１２月８日㈮まで

（定員になり次第、受付を終了します）
�子どもお正月まつり
１月６日㈯・７日㈰・８日㈷ １０：００～１５：００
場所：なかまの館

�ミニミニ門松をつくろう
１２月２３日㈷
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１５０円

�スノードームをつくろう
１２月２４日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：２００円

�新春！ラミネート書き初め
１月６日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

�巨大ぼうずめくり大会
１月８日㈷
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
�巨大すごろく大会
１月１３日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

�冬鳥を撮って楽しむ（大人自然塾）
１２月１７日㈰ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：米山富和 （美術博物館）
内容：鳥見で鳥撮りに挑戦。

�おやす作り
１２月２３日㈷ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：今村理則 （元かわらんべスタッフ）
内容：手作りおやすでお正月を迎えよう！

�絵手紙講座
１月４日㈭ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：みんなで楽しく描く絵手紙教室です。

�七草がゆを味わう
１月６日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：唱え歌とともに

本格七草がゆ作り。
�デジカメ入門
１月１０日㈬ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：宮島 功 （飯田市写真家）
内容：自慢の写真を持ち寄って撮影のコツを学ぶ。

�よく上がる凧作り
１月１３日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：自作の凧を新春の空高くあげよう！

�羊の毛でアクセサリーづくり
１月７日㈰・８日㈷・１４日㈰ １１：００～１７：００
材料費：６００円～　場所：なかまの館
主催：アトリエＲｕｒｒｅ

�けん玉教室
１月１３日㈯ １３：３０～１５：３０
場所：なかまの館　
主催：アップルけん玉クラブの皆さん

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

１２月１８日㈪、２５日㈪、２９日㈮～１月３日㈬、９日㈫

●わいわいホールに
　いろんなお正月あそびが
　大集合‼
　思いっきり遊んじゃおう☆

各日
５０人程度

森森子ども大学（子ども体験学習）

冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

市民の皆さんによる活動

休館日 （１２月１５日～１月１４日の期間中）
※屋外は利用できます

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。 NEW
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

�ブリちゃんのお散歩
１２月１６日㈯・１７㈰ １３：００～１３：１５ （雨天中止）
�どうぶつ色集め
１２月１６日㈯・１７㈰ １３：３０～１４：００
�動物達に年賀状を送ろう！
１２月１９日㈫～１月１４日㈰
受付：郵送または持ち込み

�エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
１２月２３日㈷・２４日㈰ （雨天中止）
�動物園からお年玉プレゼント
１月４日㈭　配布場所：事務所受付
�アニマルおみくじ
１月４日㈭～８日㈷ （小雨決行）
�開運！？ウンチにタッチ
１月４日㈭～８日㈷ （雨天中止）
�タヌキに約束しよう！
１月６日㈯～８日㈷

�親子でソバ打ち体験
１２月１６日㈯ ９：００～１２：００　対象：親子
講師：清水勝弘 （天龍峡：そばの郷 農耕百花）
内容：自分でソバを打って

食べてみよう！
【最後まで受講できる方
 予約先着２０組限定】

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
�ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更
する場合があります。
�みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回ずつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

１２月１８日㈪、２５日㈪、２９日㈮～１月３日㈬、９日㈫

�ブリちゃんのお散歩
１月６日㈯～８日㈷
１３：００～１３：１５
（雨天中止）

今年の干支は
イヌ。

動物園にいる
イヌ科の動物は
タヌキになります。
タヌキの写真の
周りにぜひ、
今年の抱負を
書いてみて
ください！！

先着順
３０人

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

１２月の毎週土日・祝日のイベント （定期）

休園日 （１２月１５日～１月１４日の期間中）

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

人形劇定期公演【１２月】
日時：１２月１７日㈰ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場　入場料：２００円

ましゅ＆Ｋｅｉのクリスマス会
日時：１２月２３日㈷ ①１５：００ ②１９：００
会場：川本喜八郎人形美術館

人形劇定期公演【１月】
日時：１月２０日㈯　会場：飯田人形劇場　入場料：２００円
出演：人形劇団寺小屋／かざこしののはな ほか

●出演は劇団すずらん、郷原ハモロー会、わたちゃんのほのぼの劇場。
定期公演初登場の３劇団です。劇団すずらんと郷原ハモロー会は、
今年の人形劇講座初級コース受講グループ。

●今年のゲストは山本光洋。昼の部はファミリー向けのクリスマス会
（入場料５００円）、夜は大人の観客のためのクリスマスパーティー。
（飲み物・おつまみ付で２，５００円）

★いいだ人形劇フェスタ実行委員
２０１８年はフェスタ２０周年記念の世界
人形劇フェスティバル。
一緒に企画を考えたり、フェスタをＰＲ
したりする仲間を募集中です。

★人形劇の基礎レッスン参加者
毎月３回～４回、舞台に立つための
体の使い方講座を開催しています。
講師はましゅ＆Ｋｅｉ。
４回分の回数券２,０００円。

★巨大人形劇プロジェクト 「さんしょううお」
いいだ人形劇フェスタ２０１８年での再演に向けて新たな
参加者と寄付を募っています。

参加者
募集
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昭和２９年の第２６回全国選抜高校野球大会は、全国から１９校
が選ばれて、４月１日に開会しました。その大会で飯田長姫高校は、
浪華商業、高知商業、熊本工業を次 と々破り、決勝戦で小倉高校
に１対０で勝利を収め、紫紺の大優勝旗を飯田にもたらしました。
快挙を成し遂げた選手たちは、飯田駅で歓喜する多くの人 に々迎え
られ、パレードでは、沿道を埋め尽くした市民が優勝を喜びました。

飯田長姫高校、選抜高校野球で全国優勝
（昭和２９年４月７日）

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１１/１現在）■人口＝１０２,７１８人（前月比－２６）男４９,１９２人／女５３,５２６人  ■世帯数＝３９,８６１世帯（前月比＋１５）

図書館の 「レファレンスサービス」 を
　レファレンスサービスとは、
生活の中の疑問や様々な調査に
ついて、図書館職員が資料を使って
調べるお手伝いをすることです。
電話やメールでも受付しています
　のでお気軽にご相談ください。

時候のあいさつの例
万華鏡の作り方
犬の病気について
竹で作る縄の作り方
「万次郎かぼちゃ」 とはどんなかぼちゃ？
記憶力をアップさせるには？
箕の中に入れて歌う誕生祝の歌
「飯田上」 とはどこのこと？　　　など

たとえば…

★詳しくは飯田市立図書館ホームページを
　ご覧ください。

ご存じですか？

コンサート ア・ラ・カルトＶｏｌ．５９コンサート ア・ラ・カルトＶｏｌ．５９

◎未就学児の入場はご遠慮ください。託児をご希望の方は１２月１日㈮までに
　飯田文化会館までお申し込みください。

市内
各プレイガイドにて
好評発売中！

出演 【出演順不同】

市内
各プレイガイドにて

１２月１０日（日） 午後２時から
ホテル ニューシルクロビー
チケット：８００円

（小学生以上・ワンドリンク付き）
※お車でお越しの方の飲酒は固くお断りします。

ソノール・クラリネットアンサンブル
［クラリネットアンサンブル］
♪クリスマスソング  ほか

にこにこフレンズ
［二胡演奏］

♪見あげてごらん夜の星を
永 六輔作詞　いずみたく作曲  ほか

飯田交響楽団のチェリストたち
［チェロアンサンブル］
♪組曲／フンク作曲  ほか

Ｅｓｐｒｅｓｓｉｖｏ（エスプレッスィーボ）
［声楽アンサンブル］
♪トルコマーチ

モーツァルト作曲　ほか

１２月１０日（日） 午後２時から

初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館

初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館

高
さ
３
ｍ
か
ら
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る
糸
操
り
人
形
は
必
見
で
す
。

　問い合わせ：竹田扇之助記念国際糸操り人形館  ☎０２６５（２３）４２２２
　　　　　　　飯田文化会館  ☎０２６５（２３）３５５２

日時 平成３０年 １月６日㈯
午前１１時／午後１時／午後３時

会場 竹田扇之助記念国際糸操り人形館
出演 竹田人形座鈴木友子、 竹の子会
演目 竹田三番叟、 都獅子、

海、 キラキラクネクネ、
フレンチカンカン、 クワンクワン

料金 大人…１,５００円
３歳～高校生…５００円（お菓子付）

※１１月２１日から１月６日までは「初春を寿ぐ竹田人形館」
　準備のため、ホールには人形の展示がありません。

定員
４０人
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